
大阪弁護士会本部

対象活動期間：平成24年4月1日～平成25年3月31目

　　　　　作成目：平成26年1月17目



大阪弁護士会環境方針

1基本理念
　人類は、限りある資源を大量に使用し、大量生産・大量消費・大量廃棄の社会システム

によって、自然環境を破壊してきました。そのような中、かけがえのない地球環境を保全

　し、持続可能な社会を形成しようとする意識が強まり、今まさに、温室効果ガス排出量の

削減などに代表される環境保全の活動が世界的な流れとして定着しっつあります。

　大阪弁護士会は、これまで、悲惨な公害の根絶や自然環境の保全・再生に向けて、国や

自治体等に対して様々な提言を行なうとともに、シンポジウムの開催などを通じて市民の

皆様にも環境保全の重要性などを訴えてまいりました。当会は、今後とも、環境負荷の削

減、環境保全のため、外部に対するこれらの活動を継続しますとともに、当会会員弁護士

の執務や、当会の会務・会館の運営などにおいても、環境保全の活動に取り組むことを誓

約し、ここに次の行動方針を策定します。

2　行動方針

　（1）公害の根絶、豊かな環境保全・再生、持続可能な循環型祉会の実現に向けて、国、自

　　治体並びに社会に対し提言や働きかけを継続的に実施します。

（2）当会会員弁護士に対する環境保全、環境負荷削減に関する広報・啓発活動をおこない、

　　会員弁護士の執務において環境保全などが実現されるよう取り組みます。

　（3）　環境保全、環境負荷削減のため、当会の会務運営と会館管理にあたり次の施策に取り

　　組みます。

　　①水・電気の適正使用を意識し、無駄な消費の削減に継続的に取り組みます。

　　②廃棄物排出量を常に意識し、無駄な廃棄物が生じないよう継続的に取り組みます。

　　③紙使用量を常に意識し、その削減に向けて，継続的に取り組みます。

　　④環境関連法規・条例およびその他の法令を遵守します。

　　⑤会館利用者の環境保全意識の向上を目指し、教育・啓発活動を行います。

　　⑥　業務上、必要な製品等を購入する際に、環境負荷が少ないものを優先的に購入します。

制定日；2009年（平成21年）9月28日

改定日：2012年（平成24年）2月8目

大阪弁護士会
　会長　藪野恒明
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1組織の概要

　（1）事業所名 大阪弁護士会

（2）代表者名　　会長　藪野恒明（平成24年4月1日～平成25年3月31目）

（3）所在地　大阪市北区西天満1丁目12番5号

（4）　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　環境管理責任者副会長　中川　元　（血06－6364－1225）

　　担当事務局　　　　　　　岡田　圭介（　　　　　　〃　　　　　　）

（5）　大阪弁護士会の沿革など

　　明治13年5月大阪組合代言人という名称で組合を結成。同6月初代会長等選

　出。明治26年5月旧々弁護士法施行にともない大阪組合代言人を廃止し大阪地

　方裁判所所属弁護士会となりました。大正15年5月名称を大阪弁護士会と改称

　（旧々弁護士法時代）。昭和24年9月現行弁護士法が施行され、現在の大阪弁

　護士会となりました。大阪府下に事務所を設置する弁護士及び外国法事務弁護士

　は全員が当会に所属しています（強制加入団体）。

（6）　事業活動の内容

　　大阪弁護士会は、基本的人権の擁護と社会正義の実現のためさまざまな活動を

行っています。市民への法的サービスを提供するための弁護士法の趣旨による調

　査研究活動、また弁護士の全般的なサポート活動に取り組んでいます。

（7）　規模（大阪弁護士会本部※今回の対象範囲）　（平成25年3月31目現在）

　　会員数　4131名
　　職員数　　　92名

　　建物地下2階地上14階
　　延床面積　　17，005．29㎡　敷地面積　5，078．06㎡
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（その他）

■なんば法律相談センター

　〒542－0076　大阪市中央区難波4－4－1ヒューリック難波ビル4階

■堺法律相談センター

　〒590－0075　堺市堺区南花田口町2－3－20　三共堺東ビル（旧住友生命堺東

　　　　　　ビル）6階

■岸和田法律相談センター

　〒596－0054　岸和田市宮本町27－1泉州ビル2階

■谷町法律相談センター

　〒540－0012大阪市中央区谷町3－1－9MG大手前ビル5階

■枚方法律相談センター（平成25年4月末閉鎖）

　〒573－0032枚方市岡東町12－1ひらかたサンプラザ1号館3階

※なんば法律相談センター、堺法律相談センター、岸和田法律相談センター、

　谷町法律相談センターについても、平成26年度中に対象範囲に含む予定

　です
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2環境への負荷の自己チェックシート及び目撫設定書

隼度

期間

　200B

20084一～oo93

　2009

2009‘即20103

　2010
200α4僧2011，3

　2011

20”4－20123

　2012
2012，4階20133

　2013

20134彫2014β

　2014

201“即20蓼53

　2015
2015一僧2016畠

項目 〔基準年度｝ （実績》 （目採〕　1実績） 〔目捌　　1実罎1 （目標）　（実績） （目標） （目標） （目標》

会員数（人）
　3，409

20D93β1時点

　3，591

20103潤時点

3，791　　3，726

　20闘調商点

3，925　　3，866

　201篇コ塒点

4，066　　4ρ17

　2013331時点

　　4，150

20軍4加塒点‘予測

　　4，350

20‘5β31時点〔予測

　　4，550

20耳5β」瞬颪｛予謝

　水（㎡｝

　　　　　顛

菖厚儘に鍾する昆甲【鷲，

5161 5．39 5，724 5．57 5．92 5．47 6，140 5，441 5．22 5．43 5，642

1．51 1．5
1951 14 1．5 14 1．51 1．35 1．2 1．2 1．24

100 105
100監

99 10D 94
100覧 go覧

53
83覧 82梶

　ガス（㎡）

薦箪瞳1謝Ψる比串伽，

22．35 3．25 22．35
1153

25．75
87

26，673 2－063 1．24 1．08
910

6．5 o．91 6．5 0．4 6．5 0．2 6．55 0．51 0．30 0．2 0．20

100 f4覧 100幅 6器 100 3 100影 8覧 5 4 3

電気（K照）

　　　　　憲

昌學田二”する罠車こ軸，

1，B94．59 1，8B1．40 1，705」3 1，927．87 1，963．73 1，931．0B 2ρ33，000 1，巳95，205 1，33B．45 1，914．00 1．992βO

55 524 50D 51 500 50 500 472 44 440 43

100 94鷲 90瓢 93器 go覧 go瓢 90髪 85器
BO 79 79

　CO2〔㎏㎡，

　　　　頚253

昌厚騒に鯉ずる臨駅特，

76255 717．92 6巳6．29 731．83 790．37 731，770 817，266 720，678 726，250 717．75 741，650

224 20σ
20 196 20 τ6 20∫ 179 1ア5 165 f63

100 89晃 go監 8B覧 go箔 85麗 90監 80覧 78覧
74 73鮪

コピー紙（枚）

　　　　　張2
昌厚晒1謝する比甲【鴨，

748520 6，245．50 7，491．56 6，378，000 7．7581347 6β98，5008，035，008 δ．079ρOO 6，640．0D 6．5251000 6，597，500

219 1，739 1．97 1，712 1．97 1，655　　1，976 1，513 1，6DO 1，500 1，450

10D 79梶 go％
78

90拓 75艶　　　90漏 69曳
73 58％

66

※12013年度以降辱会員敗は2DO名ずつ増加することを想定。

沢2各項目下段の数値は、会員一人肖たりの使用量等

※3二酸化炭素揚出係敗は右記のとおり．（電気使用量XD378〔k8｛02〆kWh，．ガス使用量xO∬505x41．1）

水について

（平成24年度の評賃）

会員1人あたりの使用量は基準年度を下回ることができ、順規に水使用量の削滅は進んでいる。

（今後の目標及び環境活動計画（環境目探を達成するための手段について〕）

当会の水道は主にトイレの水に使用しており、会員数及び会館内の行事等の増加により増加する傾向にあるので、更に節水を呼びかけたい。

ガスについて

（平成24年度の評価）

空調機器に使用する電力の補完のため、一時的にガスを使用しているが、概ね問題ない。

（今後の目榛及び環境活動計圃（環境目標を達成するための手段について））

空調機器を効率的に使用し、更なるガス使用畳の削減に努めたい。

電気について

（平成24年度の詳価）

①平成24年度中に、850kWから800kWへ契約電力の見直しを行い、電力使用量も順調に削減できた。

②平成24年度中に、13階・14階の照明のLED化を行った。

（今後の目楳及び環境活動計回（環境目標を逮成するための手段について））

①契約電力の更なる見直しを進めたい。

②館内の照明について．引き続きLED化について検討したい。

二酸化炭素について

（平成24年度の評価）

平成24年度は、電気・ガス等の消費量の削減により．順調に二酸化炭素の排出量を削減できた。

（今後の目標及び環境活動計園（環境目揉を違成するための手段について））

引き続き、電気・ガス等の使用量の削滅に努め、二酸化炭素の排出量の削滅に努めたい。

コビー用紙購入枚敗について

（平成24年度の評価）

平成24年度ぱ．績の購入量を順調に押えることができた。

（今後の目榛及び環境活動計回（環境目標を違成するための手段について））

①ぺ一パーレス会議の導入について検討を進めたい。

②会員向けの研修案内チラシの削減について、引き続き検討を進めたい．

その他の環境活動計画について

①環境目標の設定が固定化されているため、環境に対する意職の向上を図るため、目標設定にっいて見直しの検討を進めたい。

②火災対策として、例年消防訓練を実施しており．引き続き定期的な訓練を実施し、危磯意織の向上に努めたい・

③2014年中に当会本部のみならず、サテライトにも対象範囲を広げられるよう準備を進めたい。

※グリーン購入の実績について

紙類　　　　¢エコカラーペーパー（大塚商会）＝FSCミックス

　　　　　　SG（ゼロックス）；グリーンマーク

文具類　　　ペンマーカー修正テープ等

什器・備品類の購入ぱ、総務部総合管理課が担当しております。

エコァクション21担当事務局も同誤にあります。

引き続き、今後も全ての備品、消耗品についてグリーン購入を続けていき蜜す。
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確認：平成25年3月31日

4　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　1　適用となる主な環境関連法規

主な適用法規 該当する活動

環境基本法（第八条） ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公

害防止、自然環境の保全に必要な処置。製

品の使用又は廃棄による環境への負荷の

低減努力。

地球温暖化対策の推進に関する法律
温室効果ガス排出抑制努力義務

（第二十条の五）

環境の保全のための意欲の増進及び 職員に対する環境保全に関する知識及び

環境教育の推進に関する法律（第十 技能を向上させるために必要な，環境保全

条） の意欲の増進，、または環境教育を行う。

循環型社会形成推進基本法（第十一 製品が廃棄物となることを抑制するため

条） に必要な措置を講じる義務

容器包装に係る分別収集及び再商品

化の促進等に関する法律（第四条）
分別排出の努力義務

特定家庭用機器再商品化法（第六条）
特定家庭用機器をなるべく長期間使用す

る。

国等による環境物品等の調達の推進

等に関する法律（第五条）
環境物品等を選択するよう努める。

事業活動を行なうにあたり、これに伴う環

大阪府環境基本条例（第四条） 境への負荷の低減その他環境の保全に資

するため必要な措置を講ずる。

大阪府自然環境保全条例（第八条） 事業活動を行うにあたり、自然環境の保全

に資するため必要な措置を講ずる。

大阪府生活環境の保全等に関する条例
環境負荷低減義務

（第五条）

大阪府循環型社会形成推進条例（第
事業活動を行うに際しては、原材料等がそ

の事業活動において廃棄物等となること
四条）

を抑制するために必要な措置を講ずる。

事業活動を行うに際しては、温室効果ガス

の排出及び人工排熱の抑制並びに電気の

大阪府温暖化の防止等に関する条例
需要の平準化並びに建築物の環境配慮の

ため、エネルギーの使用の抑制に資する行
（第四条）

動、環境に配慮した資材、機器等の利用そ

の他必要な措置を講ずる。
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（第三条）

（大阪市廃棄物の減量推進及び適正

処理並びに生活環境の清潔保持に関

する条例（第四条））

資源の有効な利用の促進に関する法

律（第四条）

事業活動に伴つて生じた廃棄物を自らの

責任において適正に処理するよう努める。

事業活動に伴い、原材料等の使用の合理化

を行うとともに、再生資源及び再生部品を

利用するよう努める。

2　違反、訴訟等

　環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　　なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟等は、過去3年間ございません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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5　代表者による見直し手順書

実施時期 エコアクション21推進ワーキング・チーム（不定期開催）

出席者 エコアクション21推進ワーキング・チーム委員

1．；コアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、見直し

日時と場所を確保し、代表者へ連絡する。

2．担当副会長、事務局長が見直し資料の説明を行う。

3。担当副会長は、方針、目的、環境経営システム等改定の必要性

をチェックする。
実施手順

4．エコアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、代表者

の指摘、意見等を記録する。

5．代表者の最終確認を得る。

6．事務局長は、見直し完了後速やかに各課に周知徹底する。

※　必要があれば、メーリングリストを利用して、検討することが

できる。

引き続き同ワーキング・チームにてエコアクション21の活動
備考

に取り組んでいく。

　＜代表者による評価と見直し＞

　平成24年度の運用の結果、大きな問題等はなかった。

　電気・水・ガス・紙の消費量については、以下のとおりの取り組みを行なっ

ている。

　今後も引続き、エコアクション21の活動をスムーズに行うため、理事者（会

長・副会長）直轄のエコアクション21推進ワーキング・チームのもとに取り

組んでいくこととする。

①電気

　契約電力を平成25年1月から850kWhから800kWhに変更している。

②水
　一水消費量の多くをトイレに使用しているため、来館者数により増減する傾

向にあるが、引き続き節水等の施策を検討する。

③ガス

　夏・冬の空調の使用の際に、ガスを電力の補完エネルギーとして使用して

いる。引き続き、電力と合わせてバランスよく使用し、効率的な利用を検討

する。
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④紙
　平成25年度中に、

を検討している。

ノートP　C等を用いてのぺ一パーレス会議の一部導入

以上

平成25年3月31日
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